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∗ （１）地球誕生後の出来事（総括表）
∗ （２）地球年代（地質区分）
∗ （３）先カンブリア時代の出来事
∗ （４）超大陸（大陸移動）
∗ （５）全凍結（ｽﾉｰﾎﾞｰﾙ）
∗ （６）地球は大丈夫か？
∗

∗

∗ ＲeV１ ２０２１年９月３０日 （出典） 引用図等： （凡例）

∗ Ｒev２ ２０２２年８月２６日 雑誌ニュートﾝ： （ﾆｭｰﾄﾝ）
∗ 原本 ２０２１年７月１７日 ネット他：（ネット）

∗

∗ Ｒ７．４．２５ 永野 徹

皆の広場 素人の地球考④

［２］地球誕生後のできごと

（１） 地球誕生後のできごと一覧表

 

分類 地質年代 細分 億年前 記　事

冥王代 ー 47～40 太陽・太陽系誕生、地球誕生46（骨格形成）
始生代 古始生代 40～32 ﾏｸﾞﾏ地球（隕石衝突:熱地球）、最古の岩、

中始生代 32～28 海洋誕生、ﾌﾟﾚｰﾄ移動、生命誕生

新始生代 28～25 藍藻光合成

原生代 古原生代 25～16 ﾇｰﾅ超大陸、光合成、大酸化ｲﾍﾞﾝﾄ、氷期
中原生代 16～10 ﾛﾃﾞｨﾆｱ大陸、ｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱ、真核生物誕生
新原生代 10～5.4 雪玉地球、多細胞生物、ｴﾃﾞｨｱｶﾗ生物

古生代 ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀 5.4～4.8 生物のｶﾝﾌﾞﾘｱ爆発、全動物門出現
ｵﾙﾄﾞﾋﾞｽ紀 4.8～4.4 ｵｳﾑｶﾞｲ、三葉虫、魚類誕生
ｼﾙﾙ紀 4.4～4.2 昆虫類、最古陸上植物
ﾃﾞﾎﾞﾝ紀 4.2～3.6 両生類、ｼﾀﾞ、種子植物
石炭紀 3.6～3.0 ４大大陸、ｼﾀﾞ、昆虫、爬虫類
ﾍﾟﾙﾑ紀 3～2.5 ﾊﾞﾝｹﾞｱ大陸誕生

中生代 三畳紀 2.5～2.1 ﾊﾞﾝｹﾞｱ超大陸、恐竜出現
ｼﾞｭﾗ紀 2.1～1.5 ｼﾞｭﾗ紀ーﾊﾞﾝｹﾞｱ、ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ分裂、大型恐竜
白亜紀 1.5～0.66 恐竜繁栄・絶滅、現在の大陸分裂

新生代 古第三紀 0.66～0.23 古第三紀ー新哺乳類、日本海地溝帯
新第三紀 0.23～0.03 新第三紀ｰﾋﾏﾗﾔ山脈､古日本列島、ﾋﾄ祖先
第四紀 0.03～現代 第四紀ｰ人類時代､氷期･間氷期､日本列島
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（２）地質年代（46億年）

（２）－①地質年代区分
○先カンブリア紀（冥王代～始生代～原生代）

○顕生代（古生代～中生代～新生代）
ネットより ∗ <地球誕生以降>（億年前 ） 期間

∗ （Ａ）先カンブリア時代（≒４０億年間）８８％

∗ １）冥王代（４６～４０） ６億年
∗ ２）始生代（４０～２５） １５億年

∗ ３）原生代（２５～５．５） ≒２０憶年

∗ （Ｂ）顕生代（≒５．５億年間）１２％

∗ ４）古生代（５．５～２，５） ３億年

∗ ５）中生代(２．５～０．６５） ≒２億年

∗ ６）新生代（０．６５～現在） ≒０．５憶年

（２）-② 地質年代構成比（４６億年）
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（２)-③ 地球時計表示（地質年代46億年）

ネットより

∗ １）冥王代のできごと

∗ ２）始生代のできごと

  ３）原生代のできごと

（３）先カンブリア時代のできごと
※先カンブリア時代とは確実な化石が産出されない

      原生代（≒５．４憶年）以前を指す。
      カンブリア時代以降の出来事は「生命の歴史」で
      取り扱う事にする

（３）ー１） 冥王代できごと（４６～４０億年前）
冥王代とは：地球がﾏｸﾞﾏ状態で地質学的形状が存在しない年代を言う

○冥王代
※冥王代とは地質学的根拠が見つからない時代

①４６　　　 地球誕生
②４５　　　 月誕生（惑星衝突ｼﾞｬｲｱﾝﾄ・ｲﾝﾊﾟｸﾄ）
③４６～３８ 原始海洋誕生
　　　　　　 　 　　 ・ﾏｸﾞﾏ地球が降下し水蒸気凝結（雨）

④４３　　　 大陸誕生(現代の北米大陸程度
　　　　　　　　　　 ・隕石が地表に落下しﾌﾟﾚｰﾄ誕生

⑤４１～３８ 後期重爆撃期
　 　　　・小惑星衝突頻度の極大期　　

⑥４０　　 世界最古の岩石（ｳﾗﾝ・鉛年代測定法）
　　　　　　　　　　　・カナダ北部ｱｶｽﾀ片麻岩

単位（億年前） 説　明 誕生直後の地球
（ﾏｸﾞﾏ・ｵｰｼｬﾝ状態）

（出来事）

１）－１ 地球誕生直後（冥王代：４６億年前）
冥王代とは：地球が高温のﾏｸﾞﾏで覆われ岩石が存在しない時代

（地質学的証拠が存在しない）

冥王代初期のマグマ地球（原始惑星衝突）
大気： Ｈ２水素＋Ｈ４ﾍﾘﾕｩﾑ

ジャイアント・ｲﾝﾊﾟｸﾄ（想像図）
地球誕生4000万年後：月誕生（４５億年前）

（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）
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（３）ー２）始生代のできごと（４０～２５億年前）
始生代とは：最初の生命が発生した時代（海・小型大陸・生命）の誕生

１。小型大陸誕生（地殻の塊が衝突と合体を繰返す）
２。大気中に酸素がなし（窒素とＣＯ２）
３。ﾏｸﾞﾏが冷えて（岩石の形成開始）

主な出来事（海・大陸・生命の出現）
∗ ４０億年前：世界最古の岩石

∗ ３８億年前：原始生命誕生

∗ （原核生物＝核酸の連結物ＲＮＡ）

∗ ３８億年前：海の誕生（水の惑星）

∗ ３８億年前：ﾌﾟﾚｰﾄ移動の痕跡（マントル対流）

∗ ２７億年前：ｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱの誕生（大酸化事変）

２）－１ 始生代：地球最古の岩石（４０億年前）
地球最古の岩石（カナダ：アカスタ片麻岩） 

（多数の小惑星衝突で溶融岩石が地上に落下して小プレートが誕生
（大気） 原始大気： 酸素は無く（水蒸気＋ＣＯ２）、その後火山誕生でＣＯ２とＮＨ４

海誕生後： 窒素が供給されて（ＣＯ2＋窒素）

片麻岩が露頭
（ｶﾅﾀﾞ・ｸﾞﾚｰﾄｽﾚｲﾌﾟ湖）

ｶﾅﾀﾞのｱｶｽﾀ片麻岩（花崗岩）
片麻岩：花崗岩が高圧変成された岩石

（ネット）

２）－２ 始生代：海と生命の誕生痕跡（４０～３８億年前）
※生命とは：代謝と自己複製できるもの

原始海洋の痕跡（ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ：ｲｽｱ）
原始大気中の水蒸気が凝結して降雨

初期海洋は亜硫酸・塩酸で強酸性

始生代の枕状溶岩： 海が存在した痕跡

高温の溶岩が海水で急冷され誕生

生命誕生の痕跡
・イスア堆積岩（グリーンランド）：最古の堆積岩

・岩石中に軽い炭素Ｃ１２＝生物起源炭素を検
出

・200～300℃海水とアミノ酸の化学反応で生命誕生

（ネット）

２）ー３ 始生代：最古の大陸移動痕跡（３８～３５億年前）
イスア地質構造には（枕状溶岩・縞状鉄鋼床・炭酸岩塩・礫岩層）が存在

※ウラン・鉛年代測定法：岩石がﾏｸﾞﾏから固化した時点で原子の出入りが無くなり
崩壊前後のウランと鉛の存在比から半減期で計算される。

付加体を示すイスア地質構造（ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ）
縞状鉄鋼床・炭酸岩塩・枕状溶岩。礫岩層が有る
ｲスア地域の地質構造は付加体の特徴を持つこと
からﾌﾟﾚｰﾄﾃｸﾄﾆｸｽが機能していたと考えられる。

（ネットより）
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２）－４ 始生代：光合成バクテリアの誕生（２７億年前）
・地球磁場誕生で宇宙からの放射線が遮断され浅海に藍藻が移動。

     ・藍藻が深海から浅海へ移動して太陽光により光合成を開始（証拠：ストロマトライト化石）

     ・藍藻（シアノバクテリア）：酸素発生型光合成を行う細菌＝光合成バクテリア

（ｽﾄﾛﾏﾄﾗｲﾄ）シアノバクテリアの集合体化石
ｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱの地球最古の光合成（大量の酸素発生）

西ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ｼｬｰｸ湾

縞状鉄鉱石（発生酸素吸収）
大酸化事変に繋がる

（ネットより）

∗ ③－０ 原生代の主な出来事（単位：億年）
∗ ①２５億年前 火山活動活発化（太陽光遮断⇒寒冷化）

∗ ②２４～２２ 大氷河期ｰ全地球凍結（ｽﾉｰﾎﾞｰﾙｱｰｽ）
∗ 氷河期にﾒﾀﾝﾊｲﾄﾞﾚｲﾄﾞが貯蓄される

∗ ③２１億年前 大酸化ｲﾍﾞﾝﾄ（嫌気性微生物生滅）

∗ メタン放出により温暖化が進み、大陸の化学風化

∗ が進み海に栄養塩が蓄積されて光合成が活発化。

∗ ④１９～１４ 最初の超大陸出現（ヌーナ大陸）

∗ ⑤１２ 真核生物誕生（多細胞生物誕生）ミトコンドリアと共生

∗ ⑥１２～１０ ロディニア超大陸が形成された後に分裂が始まる。

∗ ⑦８～６ 全球凍結（ｽﾉｰﾎﾞｰﾙ・ｱｰｽ）

∗ ⑧６億年前 多細胞生物出現：ｴﾃﾞｨｱｶﾗ生物が繁栄し紀末に絶滅

（３）－１） 原生代のできごと（２５～６億年前）
原生代とは：原始的な生命の時代

（全地球凍結・超大陸・ｵｿﾞﾝ層・真核生物）誕生

（３）－２） 原生代の主なできごと
③－１ 全地球凍結3回（24～22、7、６億年前）

③－２ 大酸化ｲﾍﾞﾝﾄ（２１憶年前）
③－３ 超大陸ﾇｰﾅ誕生（１９億年前）

１ 全地球凍結説（原生代に３回）
地球全体が赤道付近も含めて氷床・海氷状態
※全地球凍結は原生代初期のﾋｭｰﾛﾆｱﾝ氷河期
（２４～２２億年前）、原生代末期のスターチｱﾝ
氷河期（７億年前頃） 、ﾏﾘﾉｱﾝ氷河期（６億年

  前頃）と３回存在したと言う説が有力になりつ
つある。

２ 大酸化ｲﾍﾞﾝﾄ（２１億年前）

大気中の酸素濃度が１万倍以上に増加。
※全球解凍後、光合成が活発になり大気は酸素で
満ち溢れて（と言っても現在の1/100、現在は21％）
酸素濃度が増えて嫌気性バクテリアが絶滅

※氷河期が終りﾒﾀﾝﾊｵﾄﾞﾚｲﾄﾞが溶けてメタン放出に
より暴走的に温暖化が進み大陸の化学風化で大
量の富養塩が海洋に流れ込み藍藻光合成が活

  発になりO2が増えた

３ ヌーナ超大陸誕生（１９億年前）
北ｱﾒﾘｶ主要部・ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ・ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ

（４）超大陸の変遷

 

超大陸名 億年 記　事
ヌーナ大陸 19 原生代 前期 最初の超大陸、北米大大陸

ﾊﾟﾉチア大陸 15～10 原生代 中期 ﾛﾃﾞｨﾆｱ超大陸形成～分裂

ﾛﾃﾞｨﾆｱ大陸 11～７ 原生代 後期 海が沈降しﾛﾃﾞｨﾆｱ大陸分裂

ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸 6 古生代 ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀 南半球

ﾛﾚﾝｼｱ大陸 5 古生代 ｵﾙﾄﾞｳﾞｨｽ紀 北米大陸

ﾊﾞﾝｹﾞｱ開始 3.5～３ 古生代 石炭紀 超大陸ﾊﾟﾝｹﾞｱ（全大陸合体）

ﾊﾞﾝｹﾞｱ形成 2.5 古生代 ﾍﾟﾙﾑ紀 超大陸１つ、巨大火山活動

ﾊﾞﾝｹﾞｱ分裂 2 中生代 三畳紀 北ﾛｰﾗｼｱ+南ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ

ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ分裂 1.8 中生代 ｼﾞｭﾗ紀 北ﾛｰﾗｼｱ＋南ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ

南ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ 1.8 中生代 ｼﾞｭﾗ紀 南米・亜弗・南極・豪州（南半球）

ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸 1 新生代 古第3紀 東西ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸誕生

5大陸・南極 0.5～0.3 新生代 新第３紀 現在の大陸

地質年代
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（４）ー１） ヌーナ超大陸（原生代：１９億年前）

（地球上初の超大陸）

超大陸とは
地殻が薄く弱い部分から大陸が隆起し
分裂と合体を繰返しながら全て（80％
以上）の大陸が集合した状態を超大陸
と称する。

ﾇｰﾅ大陸
ﾇｰﾅとは北欧と北米の頭文字の合成名。
原生代はまだ陸地の量は少なくﾇｰﾅ超大
陸と言えども、大きさは現在の北米程度の
大きさで大部分が北半球に位置した。

（ネットより）

（４）ー２） ロディニア大陸 （４）－３） ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸原生代

（１１～７億年前） （６～５億年前）

②ロディニア大陸(１１～７億年前） ③ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸（６億年前）
ﾛﾃﾞｨﾆｱ大陸が分裂して北半球ﾛｰﾗｼｱ大陸と
南半球ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ大陸となる。

（ネットより）

（４）－４）パンゲア大陸(ﾍﾟﾙﾑ紀２．５億年前）

④ﾊﾟﾝｹﾞｱ大陸（３．５～２．５億年前）
ﾛｰﾗｼｱ大陸の（北）と（南）が合体

(左図）パンゲア大陸の詳細

（ネットより）

（４）－５） 未来の大陸

２０００万年後の日本 ２億年後の世界大陸
（ネットより）
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（５）全地球凍結（ｽﾉｰﾎﾞｰﾙｱｰｽ仮説）
原生代に３回：（①２４～２２億年前 ②７億年前、 ③６億年前）
①２４億年前、大気に酸素は少なくメタンが大部分であったが、ｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱが供給する
 酸素とメタンが反応して減少し温室効果が失われて地球の気温が急激に低下凍結説。
②③火山活動低下と二酸化炭素化が超大陸から供給される富栄養塩と反応して炭酸化
 が進み地殻に固定化され、大気中のＣＯ2濃度が著しく低下した事で温室効果が低下し
 氷床の太陽光反射が進んで一層寒冷化が促進されてスノウボールアースに至った説。

①ヒューﾛﾆｱﾝ氷河期（２４～２２億年前）

∗ ［全地球凍結（原生代に全３回）］
∗ 太陽活動は現代の７０％
∗ 赤道も含めて全地球が凍結
∗ （結果として）
∗ カンブリア爆発と呼ばれる生物進化
∗ 原生生物の大量絶滅と生物進化
∗ 嫌気性生物絶滅と好酸素性生物誕生
∗ ｼｱﾉﾊﾞｸﾃﾘｱ光合成と縞状鉄鉱床生成
∗ 多細胞生物の誕生
∗ 酸素呼吸を行う真核生物の繁栄
∗ 火山活動によるＣＯ２で凍結解除
∗ 火山活動により大陸が急激に成長
∗ ＣＯ２濃度は相当高く温室効果大

②スターﾁｱﾝ氷河期（７．１５～６．８億年前）

③ﾏﾘﾉﾆｱﾝ氷河期（６．５～６．３５億年前）

（６）地球は大丈夫？
（６）－１）小惑星の衝突リスク

太陽の小惑星軌道 小惑星帯からの隕石

（火星と木星の間）

（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）

（６）－２）小惑星等の地球衝突頻度

（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）

（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）

∗ ①年代： 中生白亜紀：約１億年前

∗ ②大きさ：直径≒１０km、秒速約（１５～２０）km/ｓ

∗ ③場所：ユカタン半島（魔のﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ海域）、水深≒100M

∗ ・重力異常、船の遭難場所

∗ ④痕跡： ｸﾚｰﾀ直径≒180km、深さ≒30km

∗ 揺れ≒Ｍ１１地震相当、津波高さ≒300M

∗ ⑤環境破壊： 「衝突の冬」

∗ ・衝突で舞い上がったﾁﾘにより太陽光線は遮

∗ られ、最低でも冬のような気候が数年続く。

（６）-３） 地球史最大の小惑星衝突（１回/１億年）

⇒「恐竜絶滅原因？」≒１億年前
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（６）－４） 近未来衝突か？
小惑星地球衝突リスク（雑誌：ﾆｭｰﾄﾝより）

○小惑星ｱﾎﾟﾌｲｽ（φ≒320m）衝突？（NASA）
・第1回（8年後）： 2029年大接近（ｽｲﾝｸﾞﾊﾞｲ）
・第2回（15年後）： 2036年（衝突の危険性大？）

（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）

(６)-５）衝突時のクレータ規模
小惑星（Φ＝１km）衝突時の場合
（東京山手線φ≒１０km程度と予想される）
（雑誌ﾆｭｰﾄﾝ）


